
近年，ライフスタイルの欧米化に伴い，肥

満，高脂血症，糖尿病，高血圧などの生活習

慣病が増加し，その結果，虚血性心疾患，脳

梗塞，閉塞性動脈硬化症などの動脈硬化を基

盤とする疾患が増加している．血管を臓器と

してとらえた場合，その占める体積は体内の

どの臓器よりも大きく，血管は全身で最も大

きな1つの臓器とも考えられる．実際に虚血性

心疾患，脳梗塞，閉塞性大動脈硬化などの動

脈硬化性疾患は同一患者に合併することが多

いため動脈硬化を全身病として捉え，個々の

疾患を別々に扱うのではなく，全身の動脈硬

化の予防，治療を念頭に置いた診療が必要で

あるといえる．

動脈硬化の進展には高脂血症，糖尿病，高

血圧，喫煙などの危険因子が関与しているこ

とはよく知られているが，最近，メタボリッ

クシンドロームや炎症，酸化ストレスの観点

から動脈硬化のメカニズムが明らかにされて

きている．このことから，動脈硬化予防のた

めには危険因子に個別に対応するのみでなく，

動脈硬化に至る過程のなるべく上流で予防，

治療をするように流れが変わりつつある．実

際に糖尿病に対して，単に血糖のコントロー

ルのみでなく，インスリン抵抗性を改善する

PPARγアゴニストなどの新しい治療薬を用

いることで，心血管イベントの発症が抑制さ

れることが明らかになっている．

動脈硬化は，青年期からすでに始まってお

り，加齢とともに進展することが知られてい

る．したがって，いかに血管を若く保つかが，

動脈硬化性疾患の発症予防につながると考え

られる．動脈硬化の検査法は最近大きく進歩

し，脈波伝搬速度(PWV)などの機能検査や

頸動脈エコーなどの画像検査は人間ドックの

レベルでも普及している．そしてその確度に

はまだ改善の余地はあるものの，全身の「血

管年齢」として表示されることで，患者が自

身の動脈硬化の進展度に関心をもち，早期か

ら動脈硬化予防に取り組むことに貢献してい

る．

このような最近の変化に対応して，本特集

では動脈硬化を全身病として捉えて診療して

いくことを目指し「動脈硬化のトータルマネ

ジメント」として企画し，動脈硬化診療と研

究の第一線でご活躍の先生方に解説をお願い

した．この特集により，動脈硬化のメカニズ

ム，診断，検査法の進歩とその解釈，予防，

治療法の最近の動向について理解していただ

ければ幸いである．なお，個々の虚血性心疾

患，脳血管疾患，大動脈疾患などの動脈硬化

性疾患の診療については本特集号で網羅する

のは困難なので，過去の『medicina』のそれ

ぞれの特集号をご参照いただきたい．

前村 浩二(東京大学循環器内科)
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